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自己紹介

• 氏名：石田慶樹(いしだよしき)

• 所属：日本ネットワークイネイブラー株
式会社

• 経歴：
• 1998年10月 メディアエクスチェンジ株
式会社へ入社

• 2005年10月 株式会社パワードコムに入
社

• 2006年1月 合併によりKDDI株式会社に
所属

• 2006年12月 日本インターネットエクス
チェンジ株式会社に出向

• 2007年3月 同社 代表取締役社長
• 2016年6月 日本ネットワークイネイブ
ラー株式会社 代表取締役社長
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IXの現状と新たなる展開
ーサステナブルなIXを目指してー

概要
コロナ禍によるインターネットトラフィックの急増により、トラ
フィックを効率的にさばく必要性がますます高まっており、さらに
インターネットの強靭化や分散化を目指して、トラフィックの交換
拠点(IX)を増やすことも求められています。
IXは東京に集中していると言われていますが、徐々に大阪への分散
も進み始めており、東日本と西日本のユーザ比率に応じたトラヒッ
ク交換量に徐々に近づいてきています。さらにローカルでのトラ
フィック交換の要望から地域IXへの期待も高まっています。
過去において設立された地域IXは地域でのトラフィック交換という
こと以外にトランジットの共同調達を目的とした側面もありました。
しかし、CDNにおけるエッジキャッシュの展開、折り返し通信の
利用提案、さらには遅延やジッタに厳しいアプリケーションの登場
といった、新たな要因が加わったことにより、改めて地域IXを含む
分散のあり方の議論が必要なタイミングとなっています。
本発表では、地域IXを構築している3名の発表者の経験と知見に基
づき、地域IXを継続的に運用していくために必要な事項について共
有し、地域IXを含めて日本のインターネットの構造のあり方につい
て議論を深める機会を設けたいと考えています。

登壇者
石田慶樹

(日本ネットワークイネイブラー株式会社)

金子康行

(株式会社グローバルネットコア)

日里友幸

(ケーブルテレビ株式会社)

西田圭

(株式会社QTnet)

3



IXの現状と新たなる展開
ーサステナブルなIXを目指してー

概要
コロナ禍によるインターネットトラフィックの急増により、トラ
フィックを効率的にさばく必要性がますます高まっており、さらに
インターネットの強靭化や分散化を目指して、トラフィックの交換
拠点(IX)を増やすことも求められています。
IXは東京に集中していると言われていますが、徐々に大阪への分散
も進み始めており、東日本と西日本のユーザ比率に応じたトラヒッ
ク交換量に徐々に近づいてきています。さらにローカルでのトラ
フィック交換の要望から地域IXへの期待も高まっています。
過去において設立された地域IXは地域でのトラフィック交換という
こと以外にトランジットの共同調達を目的とした側面もありました。
しかし、CDNにおけるエッジキャッシュの展開、折り返し通信の
利用提案、さらには遅延やジッタに厳しいアプリケーションの登場
といった、新たな要因が加わったことにより、改めて地域IXを含む
分散のあり方の議論が必要なタイミングとなっています。
本発表では、地域IXを構築している3名の発表者の経験と知見に基
づき、地域IXを継続的に運用していくために必要な事項について共
有し、地域IXを含めて日本のインターネットの構造のあり方につい
て議論を深める機会を設けたいと考えています。

登壇者
石田慶樹

(日本ネットワークイネイブラー株式会社)

金子康行

(株式会社グローバルネットコア)

日里友幸

(ケーブルテレビ株式会社)

西田圭

(株式会社QTnet)

4

QUNOG で QUIX の話をしてい
るときに TOCHIGIX の話を聞
き、それに関連して総務省のイ
ンターネットトラヒック研究会
で地域IXの話が取り上げられて
おり、そこでは地域IXが必要と
いう話はあっても、こうすれば
できるとかという話がなかった
ため、それについて関係者が多
いJANOGで議論したいなと思い、
応募したという流れです。



Agenda

• IXの現状

•地域IXについて
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国内IXの状況

•商用IX: 3
• JPIX

• JPNAP

• BBIX

•グローバルIX: 1
• Equinix

•学術系IX: 1
• DIX-IE (WIDE Project)

•日本におけるIXのTraffic
• FTTHユーザ数(百万回線)
東日本：西日本＝17.72:17.30

• トラフィック
東京：大阪＝2.48T:1.19T

6



IXの在り方

• IXを構築する方法
• IXの基本設備はLayer 2スイッチである
• コミュニティやオペレータがボトムアップで安価に構築可能
• 構築したIXにコンテンツ事業者やCDN／キャッシュを誘致できるかど
うか

• IXのコミュニティは地域のIX構築に比較的協力的
• IXの構築・運用は運用者側(IXプロバイダ)と利用者側(キャリア、ISP、
コンテンツ事業者等) の協力で成立している

• トラフィック増大による増強・増設を見据えたコスト負担の在り方
• 国の関与はスタートアップの土台作り(？)

• IXの課題
• どのようにすればサステナブルとなるか？
• サステナブル＝維持・発展・向上
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Agenda

• IXの現状

•地域IXについて
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インターネットトラヒック研究会報告書
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トラフィックをさばくための課題
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地域へのトラフィック分散
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地域IXの課題
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地域IXの目的

過去
• 目的

• 地域内でのトラフィック交換
• トランジットの共同調達
• データ(センター)の共有

• 課題
• 「地域が必要とするトラフィックはそれほ
ど大きくないだろう」

• 「役割」
• 域内トラフィック交換のためのPOP
• データセンター
• サービスゲートウェイとしてのIX
• トラフィック分散のためのIX

現在
• 方向性

• トラフィックの地域分散(強靭化)
• CDNにおけるエッジキャッシュの展開
• 折り返し通信の利用提案(IPv6が前提)
• 遅延やジッタに厳しいアプリケーションの
登場

• GIGAスクール／地域DXの動き
• 欲しがる人は多いが自らやる人は！

• 課題解決に向けて
• トラフィックボリュームより厳しいネット
ワーク性能の要件が出てくる？

• 継続可能なIXとなるための可能性

13



地域IX

•潜在的な目的
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地域における人(ICT人材)の育成



日本のインターネットの構造の在り方

•地域IXを構築している3名の
発表者
• 各自の経験と知見

• 地域IXを継続的に運用していく
ために必要な事項について共有

• 日本のインターネットの構造の
あり方について議論

•金子さん

•日里さん

•西田さん
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サステナブルなIXを目指して

No Community,

No IX!
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